
まず、26についてコラッツ予想の操作の
逆の操作を考える。
26=64 ⇒21 ⇒42 ⇒84……
↑1回目の3n+1の逆算操作である「-1し
て÷3」を⾏うから、以降の数はmod 3を
法としたときに21≡0,42≡0,84≡0…….と
なり、×2の操作しかすることができない。

このことより、
26の数は、21× 2x (x∈ℤ, 0≦x)

                    2y (y∈ℕ, 6≦y)
のいずれかからのみ出現するとわかる。

次に26t=64t より、逆算操作を⾏って
(64t-1)/3が3の倍数、つまり64t-1 が9の
倍数であることを示す。
64t-1=(8t

+1)(8t
-1)

=(2t
+1)(4t

-2t
+1)(2t

-1)(4t
+2t

+1)

ここで4t+1=Aとすると

(与式)=(2t+1)(A-2t)(2t-1)(A+2t)
=(4t-1)(A2-4t)
=(4t-1){(4t+1)²-4t}
=(4t-1){42t+8t+1-4t}
=(4t-1)(42t+4t+1)
=(4t-1)(16t+4t+1)…③

4t≡1(mod 3) より
4t-1≡0 …①
また、4t≡1, 16t≡1, 1≡1 (mod 3) より、
16t+4t+1 ≡ 1+1+1 ≡ 0 (mod 3) …②

①, ②より、(4t-1),(16t+4t+1)はとも
に3の倍数であるといえる。

よって③の式は9で割り切れる。

このことより、一般に26tは、
2x{(64t-1)/3} (x∈ℤ, 0≦x)

2u (u∈ℕ, 6t≦u)
からのみ出現するということがわかる。
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要旨:mod 3として、26tの数の規則性を調べる。

1.研究の背景と目的

・背景
数学の未解決問題を調べている中で、コラ

ッツ予想というものがあるのを知った。そ
して、四則演算のみで定式化されていると
いう点や一⾒単純そうに⾒えるのに80年間
も未解決であることに興味を持った。

・目的
2nの数のコラッツ操作を逆から⾏い、

mod 3を法として数を調べていく中で26tの
数に法則を⾒つけた。(t∈ℕ)

n∈ℕとする

別の⾔葉で表現すると、任意の⾃然数 n 

をスタートし
①奇数ならば 3 倍して 1 を足す …➀
②偶数ならば 2 で割る …➁

ことを繰り返すと、いずれ必ず 1 になる。
ex) 6→3→10→5→16→8→4→2→1

➁ ➀ ➁ ➀ ➁ ➁ ➁ ➁

2.コラッツ予想とは

3.mod3を法としたコラッツ予想

4.今後の展望
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今回は26tの場合の規則性を⾒つけることができた。今後の研究では、他の倍数の規則性やステ
ップ数の規則性についても⾒ていきたいと考えている。
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